
 

 

 

１． 準備処理（システム基本設定） 

※ 業務選択メニュ  システム基本設定画面で以下の項目を設定 

・治療院名、代表者(施術者)、住所、電話番号 

・複数事業所運用時であれば複数事業所運用区分を「する」にして、事業所マスタに他の施術

者名等を登録 

・支払機関・代理人情報 

保険取扱時／支払機関・代理人２については、レセプトの保険取扱時／支払機関・代理

人情報が２か所あるときのみ設定してください 

・機関番号、施術者番号は使用する場合のみ設定してください 

 

２． 患者毎のカルテ・保険データ登録 

（登録済患者については、この処理は不要です「３．施術日の通院・往療の設定」の処理を行っ

てください） 

※業務選択メニュより「新規カルテ作成・保険申請登録」ボタン 

① カルテ基本画面より、患者初診データの登録 

＜保険運用するときの入力項目＞ 

住所・氏名、生年月日、傷病名は入力してください 

注）必須入力：システム上は「患者名ひらがな」です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保険申請印刷までの手順（オプション／担当者別施術実績処理を利用しない場合） 

 



 

② 経過データも登録するのであれば 

カルテ基本データ画面より「経過データへ移動」ボタンで経過画面が表示されますので、初

診当日の施術内容を登録してください、治療日（通常は当日が自動表示）のみ必須入力で他

は任意入力です 

注）経過データ入力は、日付ごとの施術内容データを記録しておく必要のあるユーザ様のみ

登録してください、登録しなくても保険申請には問題ありません 

 

③ 保険申請データ条件設定 

カルテ基本データ画面、または カルテ経過データ画面より「保険申請」ボタンで保険申請

入力条件画面が表示されます 

申請年月（施術月）と保険申請種類を設定してください（申請年月は当日の年月が初期設定

されます） 

 

④ 保険申請データ登録（保険申請データは初診月のみ登録すれば、以降は引き継がれます） 

保険申請入力条件画面より「保険申請データへ」ボタンで保険申請データ画面が表示されま

す。患者保険データの入力をしてください、氏名・住所、生年月日、傷病名はカルテ基本画

面より、支払機関、代理人、施術者データはシステム基本設定画面より、単価はシステム基

本画面の料金単価設定画面より自動設定されます 

 

注）システム基本設定画面に支払機関、代理人が２つ設定されている場合は画面表示時にど

ちらの支払機関、代理人を選ぶかのメッセージが表示されます 

また、複数事業所運用時は事業所（施術者データ）の選択画面が表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   登録時、既に当月の施術を行っている場合は施術日に通院・往療の設定を行ってもＯＫです 

   （通常、通院・往療設定は、次の「施術日の通院・往療の設定」で施術日ごとに行います） 



３． 施術日の通院・往療の設定 

患者保険申請データに施術日ごとの通院・往療設定（施術日ごとに処理、数日まとめてでもＯＫ） 

 

  １．該当患者データを抽出 

① カルテ基本データから抽出するとき 

（業務選択メニュー  カルテ参照変更・経過追加・保険申請編集） 

   氏名ひらがな等を入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カルテ表示ボタン 

施術経過データを登録しないなら 

保険申請ボタン 

 

施術経過を登録するなら（任意） 

経過データへ移動ボタン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       申請年月（施術年月）、保険種類を指定後「保険申請データへ」ボタンを押します。 

         （保険種類は同一患者の前回設定が自動選択されています）           

 

 

 

「２．保険申請データ画面から施術日の通院・往療の設定」へ 

保険申請データへボタン 

以前の施術経過が表示されてい

れば、新規経過ボタン、またはコ

ピー新規経過ボタン（直近経過治

療概要等をコピーして新規経過

画面表示）で新規経過画面を表示

して該当日の経過を登録 

（必須入力：治療日） 

 

保険申請ボタン 



②  保険申請一覧表示・保険申請印刷から抽出するとき  

（業務選択メニュー  保険申請一覧表示・保険申請印刷） 

注）当月保険申請が登録済の時のみ抽出可、当月保険申請データがないときは「①カ

ルテ基本データから抽出するとき」で行ってください 

また、月初に「業務選択メニュ」「当月保険申請一括登録」で過去の既存月デー

タを元に当月保険申請データを一括して登録しておけば、施術日データがクリアさ

れた当月保険申請データが存在するので、保険申請一覧画面から抽出できます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          申請年月（施術年月）、保険種類（通常は全ての申請）を指定後 

「保険申請一覧表示」ボタンを押します。 

      

    一般画面 

 

                                        音声対応画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
該当明細上ダブルクリック 

音声対応画面なら該当明細を選択して保険

申請データ表示ボタン 

保険申請一覧表示ボタン 



 ２．保険申請データ画面から施術日の通院・往療の設定 

 

① 表示された保険申請画面より、該当施術日の通院・往療を選択します 

注）Ｆ１を押すと当日日付にカーソル移動しますので、そのあと上下矢印で選択すれば簡単

に設定できます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 往療料内訳処理（月の往療が全て「治療院から」の場合は処理不要です） 

往療で「施術者住所から」の距離より短いル－トの施術日があるとき（先患家があるとき）に

処理。保険申請データ画面で「往療料内訳処理」ボタンを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

該当日の距離を選択する、必要があれば、先順位患家住所・患家名等にその旨を入力する 

     終了ボタンを押すと「往療料金内訳の合計金額を保険申請に設定してもよろしいですか」の

メッセージが表示されるので「はい」を押す 

     注）往療料内訳があるときは、保険申請画面の「往療料金直接入力有無」が「直接入力する」

に自動設定されます。往療料内訳がないときは「直接入力しない」のままにしておいて

ください（常に施術者住所距離から往療料金を自動設定します） 



４． 保険申請印刷 

該当月の施術日の通院・往療設定が終わったなら 

業務選択メニューの「保険申請一覧表示・保険申請印刷」から 

レセプト、往療内訳書等の印刷を行ってください 

 

※ 業務選択メニューから「保険申請一覧表示・保険申請印刷」を選びます 

 

 

    ※ 一覧抽出画面から申請月（施術月）、申請種類（通常「全ての申請」）を選びます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ 該当保険一覧が表示されます 

     

  一般画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保険申請一覧表示ボタン 



 

 

  音声対応画面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※ 印刷条件画面で印刷項目を選択します（通常はこのまままで変更しない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 印刷プレビュ画面を表示します 

・「印刷ボタン」でプリンタへ印刷します（通常使うプリンタに出力されます） 

・プリンタ選択やページ設定、プリンタ詳細設定をして印刷するときはプレビュー内、

左上の印刷アイコンをクリックしてください印刷詳細画面が表示されます 

       ・左欄の患者名をクリックすれば、該当患者がプレビュー表示されます 

申請印刷ボタン（個別または一括） 

印刷ボタン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

５． 総括表印刷 

該当月の施術日の通院・往療設定が終わったなら 

業務選択メニューの「保険総括表」から印刷します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準申請年月（申請年月を指定します） 

 過去申請年月（返戻があるときは、最も古い返礼の年月を指定します） 

 保険種類（通常は「全ての申請」） 

 

  

 

 

保険総括表一覧表示ボタン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準年月から過去年月に遡って表示されます、集計対象のデータにチェックします 

（基準年月はチェック済、返戻の過去年月はチェックします） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、総括表帳票形式が総括表１になっているのでプリンタ印刷後 

次にラジオボタンで総括表２に切り替えてプリンタ印刷 

平成 31 年以降の標準総括表印刷ボタン 


